
国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター

中学校区で取り組む

魅力ある学校づくり

リセットではなくリピートを

中学０年生ではなく小学７年生の取組を

資料６
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平成20～26年度文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」

新規数‥前年度は不登校で
なかった児童生徒数

中1～中3のどの学年も、新規数が10数人（12～15人）が計上されてい
るのは、同じである。

継続数‥前年度も不登校で
あった児童生徒数

小6（7人）→中1（6人），中1（19人）→中2（15人），中2（30人）→中3（21
人）。 学校復帰は中1で1人、中2で4人、中3で9人とばらついている。

不登校の新規数と継続数 取組の視点は全く異なる
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教員が共通理解をすべきこと
なぜ、ア～エで、課題を分析し、目標を設定するのか。
意識調査は何を教えてくれるのか。

ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる
オ 叩かれたり、けられたり、強く押されたりし
た（暴力を受けた）

カ 暴力ではないが、いじわるをされたり、いや
な思いをさせられた

キ 叩いたり、けったり、強く押したりした（暴
力をふるった）

ク 暴力ではないが、いじわるをしたり
いやな思いをさせた

4件法
１あてはまる
２どちらかといえば あてはまる
３どちらかといえば あてはまらない
４あてはまらない

意識
調査

意識調査 意識調査は「教員の共通理解」のツール
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25年度3月▶26年度7・12・3月調査

25年度
3月

26年度
7月

エ「授業がよくわかる」「あてはまる」の向上を目標とした６地域
小６→中１の割合の推移（％）

意識
調査



小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

Ａ小
★項目ウ
☆項目イ

Ｂ小
★項目ウ
☆項目エ

Ｃ中
★項目ウ
☆項目ウ

中学校区における「居場所づくり」と「絆づくり」
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そろえる内容

あえて そろえない内容

絆づくり

居場所づくり

絆づくり居場所づくり

頑張ってきたことがそのまま認められる喜びを、中１での
やりがいにつなげる。 ☆の場合、中１の４～７月は項目イ・エを意

識した取組を取り入れることが大切。

中１の夏休みまでの激変は、小学校時代に培った
絆で乗り越える。 ☆の場合、中１の４～７月は項目イ・

エを意識した取組を取り入れることが大切。
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